
令和４年度中学校数学科
授業づくり研修会

全国学力・学習状況調査の調査結果を
活用した授業づくりについて

１．全国学力・学習状況調査について

調査問題作成の基本理念について

○「全国学力・学習状況調査の調査問題については，新
しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力を踏
まえ，それを教育委員会や学校に対して，具体的なメッ
セージとして示すものとなるよう検討を進める。」

（全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）（平成２９年３月）より）

○具体的な調査問題の作成に当たって，「調査問題自体
が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基本的な
事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，
児童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つと
の視点が重要である」

（全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）（平成１８年４月）より）



１．全国学力・学習状況調査について

調査問題の枠組み

○中学校数学科の指導のねらいからみて，今後の学習に
おいて活用される基礎的・基本的な知識及び技能や，そ
の知識及び技能が，生徒が問題解決をしていく過程でど
のように用いられているかについて明確にして出題するこ
ととした。

○中学校学習指導要領解説数学編において，資質・能力
を育成していくためには，学習過程の果たす役割が極め
て重要であり，数学科においては，数学的に問題発見・
解決する過程を学習過程に反映させることが重要である
と述べられていることから，生徒が目的意識をもって数学
的に問題発見・解決する過程を遂行することに配慮し，問
題を作成した。

２．令和４年度全国学力・学習状況調査の結果

学習指導要領
の領域 Ａ 数と式 Ｂ 図形 Ｃ 関数 Ｄ データの

活用

徳島（公立） ６６.８ ４３.９ ４４.５ ５５.９
全国（公立） ５７.４ ４３.６ ４３.６ ５７.１

差 ９.４ ０.３ ０.９ －１.２

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現

徳島（公立） ６４.６ ３７.１
全国（公立） ５９.９ ３６.２

差 ４.７ ０.９
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1素因数分解

2連立方程式の代入法

3反例の意味

4変化の割合の意味

5確率の意味

6(1)文字式の意味の解釈

7(2)箱ひげ図の読み取り

8(1)表やグラフの読み取り

9(1)合同条件

知識・技能に対する正答率

徳島県（公立） 全国（公立）

覚えていればよい問題 正答率が高い傾向がある

概念的な理解の問題 正答率が高いとはいえない
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6(2)整数の性質の説明

6(3)新たな関係を予想

7(1)データから説明

8(2)関数を用いた解決の説明

9(2)新たに見いだされる関係の証明

説明の問題に対する正答率

徳島県（公立） 全国（公立）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

6(2)整数の性質の説明

6(3)新たな関係を予想

7(1)データから説明

8(2)関数を用いた解決の説明

9(2)新たに見いだされる関係の証明

説明の問題に対する無解答率

徳島県（公立） 全国（公立）

考えなくては
いけない問題

正答率が高いとはいえない

無解答率が高い傾向にある



生徒の授業に臨む意識は？

考えることより覚えることに重点を置いていないか？

意味を理解せずに解き方を覚える

意味を理解していないから
学んだことを活用できない

新しい課題の解決方法を
見いだすことができない

新規の問題の解決に既習事項が活用できない

教師が解き方をわかりやすく教える授業では

３．令和４年度全国学力・学習状況調査の結果より

悪循環

○事象や問題の中に知っていることを見いだす
（既習事項と結び付ける）

既習事項の活用方法や学び方が身に付く

生徒が自ら考え，表現できるようにする授業

教師が解き方をわかりやすく教える授業

○見いだした関係や性質を基に，新しい性質や
関係の正しさを客観的に説明する

３．令和４年度全国学力・学習状況調査の結果より



定義
公理

性質
関係

性質
関係

証明 証明 証明

既習の性質・関係 既習の性質・関係

既習事項を基にして正しさを説明する

数学の特性

４．数学の特性について

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代
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公理
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関係

性質
関係

証明 証明 証明

既習の性質・関係 既習の性質・関係

①アイデアの検索

②論理の構築生徒自身で

５．数学の特性を生かした学習の形

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代



とにかく知識を関連付けること
○新たな性質・関係を既習の性質・関係とし
て捉える。
事象や問題の中に既習の性質や関係を見い
だす。

６．授業づくりのポイント

・教師が直接与えるのではなく，生徒が気付
くように発問を準備する。

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代

とにかく知識を関連付けること
○新たな性質・関係を既習の性質・関係を
使って説明する。
見いだした性質や関係を基に，問題解決す
るまで数学としての正しい理論をつなぐ。

６．授業づくりのポイント

・なぜ，どうしてそのようなことがいえるのか
を根拠を基に説明させる。

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代



○問題の中に知っている数学の性質や関係
を見付けようとする。
○見いだした性質や関係を過去に扱ったと
きの方法を使う。

個々の生徒が自分自身で，現在の問題と既
習の数学の性質や関係とを常に照らし合わ
せようと意識して「数学としてのアイデアを検
索すること」と「数学としての論理を構築する
こと」を行えることが大切である。

６．授業づくりのポイント

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代

①生徒自身で，アイデアの検索のために

○どのような問いかけをすると，生徒に「な
ぜこの問題は自分にとって新しいのか，なぜ
解けないのか」を意識化させられるか。

（既習の知識と何が異なるか）

○どのような問いかけをすると，生徒に「問
題解決のために使えそうな既習の知識は何
か」を意識化させられるか。

（既習の知識を使った解釈）

６．授業づくりのポイント

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代



②生徒自身で，理論の構築のために

○どのような問いかけをすると，生徒が「見
いだした既習の内容を糸口にして数学として
正しい問題解決の道筋を創る」ことができる
か。

（既習の知識の関係付け）

６．授業づくりのポイント

「数学に対する自律的な学習能力の育成」鳴門教育大学 秋田美代

①前述の３つの点を意識した発問の準備
（教えない，引き出す，導く）

②めあてと振り返りの一体化
（めあてに合わせた振り返りを）

③わからない問題を解くときの考え方を
学ばせる

（既習事項がいかに活用されるか）

７．これからの授業で教師のすること



生徒は，提示された事項を基に，自分の
解答を振り返り，解答の内容や説明の仕方
を改善し，表現力を高めていく。

問題を考え解答させる前に，解答内容として
必要な項目や，確認が必要な視点を示し，
解答までの流れを提示する。

アイデアの検索・理論の構築のために

７．これからの授業で教師のすること

考え方がわかった生徒が説明する

説明を聞いて理解した生徒が説明する

ペアになって，一人一人が説明する

７．これからの授業で教師のすること

アイデアの検索・理論の構築のために



７．これからの授業で教師のすること

よりよい洗練された説明にするために
全国学力・学習状況調査の３パターンを活用
①事柄・事実の説明

前提○○，結論◇◇の両方を記述する
「○○は，◇◇になる」

②方法・手順の説明
用いるものと用い方の両方を記述する

用いるもの…表，式，グラフ
用い方… x と y の関係式にある値を代入する

③理由の説明
根拠○○，成り立つ事柄△△の両方を記述する

「○○であるから，△△である」

自分の表現を見直す

対話的な学びの場面

個に返して

７．これからの授業で教師のすること



○発表だけで終わるのではなく，
発表を通じてわかったことをまとめる。
○いくつかの説明について，一番よかった
説明とその理由についてまとめる。
○自分の考え方だけでなく，友達の考え方
についても振り返り，まとめる。

授業のまとめや振り返りの時間に・・・

◎発表や意見交換で終わることなく，振り返って
自分の考えや気付きを書く活動を大切に！

７．これからの授業で教師のすること

めあてと振り返りの一体化のために

① わかったこと
② わからなかったこと，質問
③ 考えの変化，友達の意見で納得したこと
④ これまでの学習とのつながり
⑤ 今日の学習がどのようなことに使えるか

【振り返りカード】

・本時の目標・めあて（ ）
・ノート No.（ ）
・振り返りの観点を決めて記入する

参考になる記述は，
クラス全体で共有する

教師自身が，授業を
振り返り，次の指導に
生かすことができる

７．これからの授業で教師のすること

めあてと振り返りの一体化のために



+ − = は解けません。

昨日の授業でも２次方程式を解きましたが，なぜ，
この問題は解けないのですか？

昨日までは， +▲ =●の形をした
２次方程式でした。 +▲ =●形の問題なら解
けるのですが…

既習の知識と何が異なるか

今日は， + + = の形をした
２次方程式を解きましょう。+ − = を解いてみましょう。

問題

+ − = が +▲ =●の形に
なれば解けます。

既習の知識と何が異なるか

２．本時の課題

３．めあての設定

４．解決

５．全体共有

６．適用問題

７．振り返り

１．前時の復習

公式は， + = + + だから，+ + でないと +▲ =●の形にはなり
ません。

既習の知識を使った解釈

なぜ，そう思うのですか？

+ − = は +▲ =●の形には
できないと思います。

そうですね。 + + があるといいですね。

２．本時の課題

３．めあての設定

４．解決

５．全体共有

６．適用問題

７．振り返り

１．前時の復習
もし， + − = を +▲ =●の形に変える
ことができるなら，昨日までの方法で解けますね。
それでは， + − = を +▲ =●の形に
変えられるか考えてみましょう。

今日の問題における，解決すべき数学の課題



１年生のときに等式の性質で「等式の両辺に同じ
数をたしても，等式が成り立つ」と学びました。
だから，両辺に同じ数をたして， + + =+ とすることができます。

既習の知識の関係付け

この式の左辺に を付け加えたら+ + が出てきます。

既習の知識を使った解釈

− が左辺にあるとわかりにくいので，右辺に
移項して，したら， + = としてみます。

左辺に新しく数を付け加えてもいいのですか？

２．本時の課題

３．めあての設定

４．解決

５．全体共有

６．適用問題

７．振り返り

１．前時の復習
− が + だったらいいですね。
どうしたらいいと思いますか？

本当にそんなことをしてもいいのですか？

右辺を計算すると， ， + + = となります。
この式は，数の項を移行して計算すると，+ − = となり，問題の式と形が変わりま
せん。だから，この式の変形は問題ないと思います。

既習の知識の関係付け

では， + − = は， + + = と変
形することで解けそうですね。

２．本時の課題

３．めあての設定

４．解決

５．全体共有

６．適用問題

７．振り返り

１．前時の復習



２．本時の課題

３．めあての設定

４．解決

５．全体共有

６．適用問題

７．振り返り

１．前時の復習
最初の計算を考えたときに，なぜ をたすことを考
えたのでしょうか？

今日の授業で大切だと思ったことを振り返り，
それをノートに書いてみましょう。

+▲ =●の形にすると解けるからです。

の項が だから，▲のところが になります。
だから，たりない数が を２乗した数で とわ
かります。

+ − = の の項が だから，+▲ =●の形にするためには が
必要だからです。
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6(3)新たな関係を予想

7(1)データから説明

7(2)箱ひげ図の読み取り

8(1)表やグラフの読み取り

8(2)関数を用いた解決の説明

9(1)合同条件

9(2)新たに見いだされる関係の証明

令和４年度全国学力・学習状況調査（徳島県）

正答率 無解答率



８．各問題の結果と学習指導について ３

１３．９

２７．０

４５．５

１３．２

「常に成り立つとは限らないことを示す場合には，
反例を１つあげればよい」ことが理解できていない

「反例は仮定を満たしているが，結論を満たして
いない例である」ことが理解できていない

８．各問題の結果と学習指導について ３

平行四辺形がかけました。

ABの長さと同じ長さをとって，点
Dを中心にコンパスでかくと，平
行四辺形になるものとならない
ものができたよ。

それでは，四角形ABCDで，AD//BC，AB=DCとなるように，図
をかいてみましょう。平行四辺形はできるでしょうか。

平行四辺形にならない四角形も
かけました。これは台形かな。

本当に平行四辺形だけがかけま
したか？



８．各問題の結果と学習指導について ３

このように平行四辺形にならない例のことを何と習いましたか？
教科書やノートで調べてみましょう。

平行四辺形がかけたから，「１組の向かい合う辺が平行
で，もう１組の向かい合う辺の長さが等しい」は，平行四
辺形になるための条件でいいんじゃないかな。

でも，この条件でかいたら，平行四辺形にな
らない四角形もかけたよ。

それって，反例のことだね。

「１組の向かい合う辺が平行で，もう１組の向かい合う辺の長さが
等しい四角形ならば，平行四辺形になる。」ということは，いつでも
成り立つといってよいですか。

既習の知識を使った解釈

８．各問題の結果と学習指導について ３

学習指導に当たって（場面設定）
□常に成り立つとは限らないことも説明する
場面を設定しましょう。

□ある事象について予想した事柄が成り立
つかどうかを判断する活動を設定しましょう。

□図をかいたり，具体的な数で考察したりす
る場面を設定しましょう。

レ

レ

レ



８．各問題の結果と学習指導について ４

３８．７

３１．９

１６．８

１２．０

xの増加量について注目
できていない

定義の式の分母と分子を
逆に覚えている

x＝０の値が変化の割合と
誤って覚えている

８．各問題の結果と学習指導について ４

変化の割合は，どんなときの値を表しているのですか？

変化の割合は
いくつですか？



８．各問題の結果と学習指導について ４

学習指導に当たって（場面設定）
□形式的に変化の割合を計算して求めるこ
とに偏らないようにしましょう。

□変化の割合（ x の増加量が１のときの y 
の増加量）を意識できる場面を設定しましょ
う。

（いくつかの表から比較・検討する 等）

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ６ （３）

事柄・事実の説明



差が４の倍数である２つ
の偶数の和は，４の倍数
になるといえそうだよ。

２＋１４＝１６，４＋１６＝２０
となるから，差が１２のとき
も４の倍数になりそうだよ。

同じ偶数の和や，差が４である２つの偶数の和は，４の倍数になる
ことがわかりました。このほかにも，２つの偶数の和が４の倍数に
なるときはありますか？

８．各問題の結果と学習指導について ６

問題発見 問題発見

８．各問題の結果と学習指導について ６

「差が４の倍数である２つの偶数の和は，４の倍数になる。」ということが
いえそうですね。「差が４である２つの偶数の和は，４の倍数になる。」こ
との説明を振り返り，どの部分を変えれば，「差が４の倍数である２つの
偶数の和は，４の倍数になる。」の説明になるといえますか。

差が４の倍数である２つの偶数の和は，
４の倍数になるといえそうだよ。

問題発見



８．各問題の結果と学習指導について ６

差が４の倍数である２つの偶数の和が，４の倍数になる説明

mが０のときは，４mが０
になるので，同じ偶数の
和の場合も説明できてい
ることになります。

２つの文字を使った説明を基に，これまでの説明を見比べると，ど
んなことがわかりますか？

８．各問題の結果と学習指導について ６

振り返り
２つの文字を使った説明は，差
が４や８のときだけでなく，差が
１６や２０のときも，２つの偶数の
和が４の倍数になることの説明
になっていることがわかります。

振り返り



学習指導に当たって
□帰納的にどのような事柄が成り立つか，
予想する場面を設定しましょう。

□予想した事柄が成り立つことの説明を振
り返り，文字を用いた式がどのような事柄を
表しているのかを確認しましょう。

□整数の性質を説明する際には，どのような
形にすればよいのかという見通しをもって式
を変形できるようにしましょう。

レ

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ６

学習指導に当たって
□結論の式の形が不十分なものを取り上げ，
説明を洗練させていく活動を取り入れていき
ましょう。

□前提を変えて，成り立つ事柄を予想する場
面を設定しましょう。その際に，一旦解決され
た問題やその解決過程を振り返り，問題の
条件や仮定を見直したり，共通する性質を見
いだしたりして，統合的・発展的に考察する
場面を設定しましょう。

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ６



８．各問題の結果と学習指導について ７ （１）

理由の説明

ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明す
る際には，説明の対象となる成り立つ事柄を
明確にした上で，その根拠を指摘することが
大切である。そこで「○○であるから，△△で
ある。」のような形で，「根拠（○○）」と，「成
り立つ事柄（△△）」の両方を記述することを
解答として求めた。

正答の条件を確認して
おきましょう

８．各問題の結果と学習指導について ７ （１）



８．各問題の結果と学習指導について ７ （２）

３８．９

４４．４

８．８

７．１

箱が小さいほど，データの個数が少ない
と読み取っている

箱の横の長さは高位置が一番長いの
で，散らばり具合が大きいし，箱に含ま
れるデータの個数も一番多いと思うよ。

８．各問題の結果と学習指導について ７

このことを調べるためには，どんな方
法が考えられますか？

データの個数は２０個で，箱ひげ図の４つの区間には，５
個ずつデータが入っていることがドットプロットとあわせる
ことで確認できるね。だから，箱の中に含まれるデータの
個数は１０で，すべてのデータの半分だよ。

既習の知識の関連付け



ヒストグラムから，度数が最も
大きい階級は，高位置の方が
右の方にあることが分かるの
で，高位置の方がよさそうです。

８．各問題の結果と学習指導について ７

箱ひげ図のデータだけで，どの高さで回すとより長い時間回りそう
か判断することができますか？

中位置と高位置では，箱ひげ図
が中央値より右側の部分が同じ
ような形をしていると思ったので，
もっと詳しく調べてみたいな。

既習の知識と何が異なるか 既習の知識の関連付け

学習指導に当たって
□タブレットを利用してデータを整理する場
面を設定しましょう。

□整理したデータから自分が判断した事柄
とその根拠を，データの分布の特徴に基づき
説明する場面を設定しましょう。

□根拠の形が不十分なものを取り上げ，
データを多面的に吟味し，説明を洗練させて
いく活動を取り入れていきましょう。

レ

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ７



学習指導に当たって
□箱ひげ図では，箱やひげの長さに関わら
ず，４つの区間に含まれているデータの個数
は等しいことを確認する場面を設定しましょ
う。

□箱ひげ図では，分布の形など失われる情
報があるので，必要に応じて箱ひげ図とヒス
トグラムを関連付けて，データの分布の特徴
について考察する場面を設定しましょう。

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ７

８．各問題の結果と学習指導について ８ （２）

他者と協働的に問題解決したり，問題解決の
過程を自ら振り返ったりする上で，方法や手
順を的確に記述したり伝え合ったりすること
が大切である。そこで，「用いるもの」（表，式，
グラフ）を明確にした上で，その「用い方」（x
とyの関係式にある値を代入して求めるな
ど）を記述することを解答として求めた。

方法・手順の説明



８．各問題の結果と学習指導について ８ （２）

８．各問題の結果と学習指導について ８ （２）

変化の割合はだいたい７になっ
ているね。

7.2 7.0 7.6 6.9 8.1 7.1 7.5

変化の割合を一定とみなすこ
とで，グラフが原点を通る直線
になるので，比例しているとい
えます。

二酸化炭素削減量は日数に比例すると
予想しました。これは正しいですか？

既習の知識と何が異なるか

既習の知識の関連付け

グラフで考えると，とった点
は一直線には並びませんが，
こういうときは直線で考え
ることを習ったよ。

既習の知識を使った解釈



学習指導に当たって
□表とグラフを関連付け，グラフ上の点が何
を表しているのかを捉え，情報を適切に読み
取る活動を設定しましょう。

□どうすれば問題を解決できるのか，解決
の見通しをもたせる場面を設定しましょう。

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ８ （２）

学習指導に当たって
□問題解決の過程を振り返るときには，解決
の見通しをもつ場面で出された「グラフを
使って求める」や「y＝３００を代入する」と
いった不十分な表現を取り上げて吟味し，よ
り洗練された表現に高める場面を設定しま
しょう。

レ

８．各問題の結果と学習指導について ８ （２）



８．各問題の結果と学習指導について ９ （２）

理由の説明

８．各問題の結果と学習指導について ９ （２）



△ABEと△CFBが合同に
なることを根拠にすることは
変わらないね。

変わるところは，長方形と書
かれているところだね。

∠BADと∠DCBの大きさ
が９０°から変わるね。でも，
対角は等しいから，２つの角
が等しいことは変わらないよ。

８．各問題の結果と学習指導について ９

長方形の証明と，変わると
ころや変わらないところに
ついて考えましょう。

既習の知識と何が異なるか

前回の授業でやった長方形のとき
の証明が使えるんじゃないかな？

既習の知識の関連付け

既習の知識と何が異なるか

既習の知識と何が異なるか

つまり，どんな四角形においても
EB=BFが成り立つのでしょうか。

ひし形も正方形も，２組の向かい
合う辺も角も等しくなるから，書
き直さなくてもいいんじゃない？

平行四辺形で成り立つことは，ひ
し形や正方形でもいえますね。

８．各問題の結果と学習指導について ９
長方形の証明の一部を書き変えることで，平行四辺形のときも証
明できましたが，ひし形や正方形の場合はどうなるでしょうか？

既習の知識と使った解釈

平行四辺形であればよいと
いうことだから，長方形，ひし
形，正方形でも成り立ちます。

既習の知識の関連づけ

既習の知識と使った解釈



今日の授業で大切だと思ったことを振り返り，それをノートに書
いてみましょう。

８．各問題の結果と学習指導について ９

今回の学習では，証明を読むことで，考察を進めることがで
きた。条件を変えたとき，書いた証明が使えるかどうか考え
ることが大切だと思った。書いた証明を読むことで，考えを
広げたり，新しい発見をしたりすることができた。これからも
証明を書くことだけでなく，証明を読むことも大切にしたい。

振り返り

長方形のときに成り立ったことが，他の四角形に変えても成
り立つことがわかった。四角形を変えても，同じことが成り立
つかどうかを考えることが大切だと思った。長方形や平行四
辺形，ひし形，正方形によって，それぞれ証明が違うと思って
いたけれど，実は平行四辺形のときの証明ですべて説明で
きるとわかって驚いた。

振り返り

学習指導に当たって
□タブレットを利用して，動的に図を観察し，
成り立つと予想される事柄を見いだす場面
を設定しましょう。

□予想した事柄を説明するために，印や記
号を付けることで，図形の性質や関係を直
観的に捉え，説明の見通しや構想を立てる
場面を設定しましょう。

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ９ （２）



学習指導に当たって
□他者との話合いを通して，図形の性質や関
係を論理的に考察し，表現する場面を設定し
ましょう。

□予想した事柄を説明する場面において，何
を説明すれば結論を導けるのかを焦点化す
る場面を設定しましょう。

□動的に図を観察することで，条件を変えて
考える場面を設定しましょう。

レ

レ

レ

８．各問題の結果と学習指導について ９ （２）

９．総括

□生徒に考え，表現させるために，３つのポ
イントを意識した発問を準備しましょう。

□教師が与えすぎず，教えすぎず，生徒から
引き出すことを意識しましょう。

□めあてと振り返りを一体化させ，振り返り
の時間をきちんと確保し，授業での学びを記
述できるような時間にしましょう。

レ

レ

レ



□正答率や解答類型の反応率等の調査結
果を基に生徒の現状把握と改善の取組につ
ながる分析を行いましょう。

□分析結果から改善の取組を具体的に決
定し，その取組を確実に実施しましょう。

□問題作成の枠組みを参考に，数学的に問
題発見・解決する過程を授業づくりに生かし
ていきましょう。

レ

レ

レ

９．総括

□調査問題を授業の題材や評価問題として
活用してみましょう。

□知識・技能と思考・判断・表現のバランス
を考えましょう。今までの解き方をわかりやす
く教える授業も必要です。

□調査問題を複数時間で扱わなくても構い
ません。授業の一部に取り入れることも可能
です。

レ

レ

レ

９．総括



□教科書の題材で調査問題のような問い方
をしてみましょう。

□徳島県ステップアップテストの活用
全国学力・学習状況調査と同様の徳島県独
自の調査問題も授業づくりに生かしていきま
しょう。

□学習ガイド・家庭学習用プリントの活用
総合教育センターHPの「まなびのサポート」，
家庭学習応援サイト内よりダウンロードして
活用しましょう。

レ

レ

レ

９．総括

学力調査の結果で，生徒の課題を把握し，
学力調査の問題を授業づくりに活用しましょう


